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ら、実施しているところです。

あいち大会開催に向けて、ビルクリーニング種目を始めとした

アビリンピックのPRのために、引き続き出前講座を開催していき

ますので、今後ともご協力いただきますようお願いいたします。

全国アビリンピックは平成26年11月21日（金）～23日（日）、

技能五輪全国大会は平成26年11月28日（金）～12月1日（月）

に開催します。両大会の実施にあたり、皆様方それぞれのお立

場から積極的なご意見をいただきながら、モノづく

りの大切さ、それらを支える優れた技能を広く全

国にアピールするとともに「日本一の産業県愛

知」にふさわしい大会にしてまいりたいと考えてお

りますので、皆様方のご支援・ご協力をよろしくお

願いいたします。

なお、最後になりますが、今年で36回目を迎え

る「愛知県障害者技能競技大会」を、7月19日

（土）、貴協会のご協力を得て「ビルクリーニング」種目を始め、

24種目で開催する予定となっております。

本県としましては、県大会の充実が「全国アビリンピック」の

成功につながるものと考えておりますので、貴協会の会員の皆

様方におかれましても、県

大会並びに全国大会に積

極的にご参加いただき、障

害のある方々が持つ技能

の更なる向上にお役立て

いただきますようお願いい

たします。

今年の11月に、いよいよ「技能五輪・アビリンピックあいち大

会2014」を愛知県で開催します。

国内の青年技能者の技能レベル日本一を競う「技能五輪

全国大会」は、次代を担う技能者を育て、努力目標を与えると

ともにものづくりの大切さ、素晴らしさを実感してもらうために毎

年開催されており、8市（名古屋市、岡崎市、豊橋市、小牧市、

春日井市、豊明市、刈谷市、碧南市）、13会場で行われます。

一方、障害者の雇用促進と職業能力の向上を

図ることを目的とした「全国障害者技能競技大会

（全国アビリンピック）」は、障害者の方々への理解

と認識を高めるために国際大会開催年を除き毎

年開催されており、名古屋市のポートメッセなごや

で行われます。

両大会については、貴協会を始めとした関係団

体・機関のご協力を得て、平成24年3月に策定し

た基本計画をもとに、「競技に関する計画」、「式典に関する計

画」、「大会管理に関する計画」を大会実施計画として、平成

26年3月に策定したところです。

今後は、本計画を大会実施運営の指針と位置づけ、大会開

催に向けた準備を進める一方で、大会スローガンに「競え！ワザ、

つながれ！ココロ、愛・チカラ。」を掲げるとともに、大会イメージ

キャラクター「アイチータ」を活用し、県内各地でPR活動や様々

な啓発活動を展開していきます。

昨年度からは、特別支援学校への出前講座として、アビリン

ピックの「ビルクリーニング」種目を始めました。講師派遣や講座

運営について貴協会の会員の皆様方のご協力をいただきなが
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あいち大会2014」の開催に向けて
愛知県産業労働部労政局就業促進課
技能五輪・アビリンピック推進室主査 平川　佐智代
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第35回全国障害者技能競技大会
（全国アビリンピック）について

防災講演会

春の安全なまちづくり県民運動
推進キャンペーン

平成26年4月15日（火）、名古屋駅前の「ウィンクあいち」11階
1103会議室において、建物設備管理委員会、経営ビジョン委員
会の共催による防災講演会が開催されました。
この防災講演会では、防災・危機管理の専門家としてマスコミ
でも大活躍の防災システム研究所の山村武彦先生を迎え、「こ
れからの防災・危機管理～個人の備えと組織の対応～」をテー
マにご講演いただきました。先生は、50年の長きにわたり（丁度、
協会の歩みと重なります）200カ所を超える国内外の災害現場に
足を運び継続的にリサーチを続けられる傍ら、その経験から得ら
れた教訓をもとに全国で講演活動を実践されておられます。既に
その数も1800回を超えたとのことでした。
講演は、災害列島に住む我々には覚悟と作法が必要であると

いうことから始まり、東日本大震災から得た教訓等様々な角度か
ら災害にどう対応していくべきかお話がありましたが、「まずは生き
延びよ。」「取り返しのつかない事を最優先しろ。」「将来から現
在を見通せ。」など示唆に富む内容で、防災・危機管理はとどの
つまり、人の生き方、経営の本質そのものだということを、強く印象
付けるものでした。
貴重なお話の連続で、睡魔に襲われることもなく、むしろ講義

に集中し時間の過ぎるのを忘れるほどでした。もっと多くの皆様に
お聞かせしたいと思う稀有な講演会でありました。（参加者60名）

開催期間
平成26年11月21日（金）～11月23日（日）
参加資格
満15歳以上の障害をお持ちの方
参加者数（想定）
選手・大会役員・競技関連団体関係者　約1,500人
来場者数（目標）
180,000人以上（※技能五輪の来場者含む）
開催会場
名古屋市国際展示場【ポートメッセなごや】
競技種目；22種目
ビルクリーニング　洋裁、家具、DTP,機械CAD,建築CAD,
電子機器組立、電子回路接続、義肢、歯科技工、ワープロ、
データベース、ホームページ、パソコン組立、フラワーアレンジメント、
木工、コンピュータープログラミング、製品パッキング、

パソコン操作、縫製、パソコンデータ入力、喫茶サービス

なお、愛知県代表を選出する予選会が、
平成26年7月19日（土）愛知県障害者職業能力開発校（豊川市
一宮町上新切33-14）で開催されます。

※第52回技能五輪全国大会
平成26年11月28日（金）～12月1日（月）
会場；吹上ホール（名古屋市千種区）始め8市13会場
40種目　満23歳以下の青年技能者

平成26年4月4日（金）午後3時30分から、名古屋市栄の「オア
シス21銀河の広場」において、愛知県安全なまちづくり推進協議
会（当協会も構成員）主催による「春の安全なまちづくり県民運
動推進キャンペーン」が開催されました。
愛知県の刑法犯認知件数は、ピーク時に比し半減しています

が、住宅侵入盗は7年連続全国ワースト1位で、泥棒にとって愛知
県は最も素敵（？）な場所になっています。
こうしたことから、新年度の始まりのこの時期に、防犯意識を高
めてもらう県民運動を展開しますが、この運動を一層盛り上げる
ためにキャンペーンが開催されるものです。
今年のキャンペーンは、ラジオのDJとして活躍中のオーストラリ

ア出身 クリス・グレンさんの司会により例年どおり知事と県警本部
長の挨拶のあと矢野きよ実さんのメッセージやキッズのヒップホッ
プ、更には愛知戦国甲冑隊（司会のグレンさんも同隊員で甲冑
姿でした）等の出演等趣向を凝らしたイベントとなりました。最後に
参加者全員が知事と甲冑隊のリードで防犯スローガン
「犯罪にあわない」「犯罪を起こさせない」「犯罪を見逃さな
い」を唱和し、終了しました。終了後には愛知県警音楽隊による
演奏が披露され、多くのギャラリーから大きな拍手を浴びていまし
た。
泥棒が最も嫌うのは、地域の人々の繋がりが強く、いつでも皆

が気軽に挨拶するような場所だということです。犯罪を減少させ
るには、やっぱり平素からのご近所付き合いが大切なんですね。

平成26年4月28日（月）愛知県警備業協会警備員集合教育
センターにおいて、南支部との合同で支部研修会が開催されまし
た。
講師に愛知県警生活安全総務課警備業担当官を招き、立ち
入り調査前のこの時期、書類整備等留意事項について、懇切丁
寧な講話をいただきました。
毎年のことですが、ケアレスミス的なことも含め立ち入り調査で
注意を受けることも多いことから（煩雑な書類作成を要求されて
いることもありますが）、貴重なお話でした。今回ビルメン支部から
は、44社51名の出席でしたが、参加されなかった会員さんは本当
に大丈夫かなと心配にもなります。是非とも次回には参加されま
すようお願いいたします。

平成26年4月17日（木）、18日（金）の両日、警備業協会警備
員集合教育センターにおいて、平成26年度春季の現任警備員
法定教育講習が開催されました。（1日目18名、2日目18名が参
加）警備業務の適正な実施に関する基本教育（3時間）と、巡回
の方法に関することなど施設警備に関する業務別教育（5時間）
の講義が行われました。警備業務の厳しさを反映し、年2回の講
習が義務付けられていますが、最近は、受講生の数がピーク時に
比し、大幅に減少しています。
この講習は、会社内で実施できない場合等、補完的な位置付
けであることから、社内講習が充実してきた証なのかもしれません
が、講習に2日間を充てることが警備業協会にとっても負担に
なってきていることから、
来年度以降も継続して
実施できるか　今、岐路
に立っているといえます。
そうした状況はあるに
せよ、参加された皆さん
には、警備の業務は人々
の安心安全を守る大き
な役割があることを常に
意識し、気持ち新たに誇
りを持って業務に取り組
んでいただきたいと思い
ました。

東日本大震災以後、日本の社会・経済・産業にとって、エネルギー
需給が最重要テーマとして掲げられ、産業用建築物において
も省エネルギーを推進する様々な施策が打ち出されています。
一方で貿易収支の大幅赤字や、電気料金の値上げ等、経済
を取り巻く状況はまだまだ厳しい状況にある中で、全国協会は
2012年より「節電対策」を切口としビル設備における適切な
運転手法や改善事例について情報を共有することを目的に
各地区においてセミナーを開催してきました。このたび、その一
環として2014年の夏に向けて、下記によりセミナーを開催しま
すので、是非ご参加ください。

記
1.開催日時 平成26年6月20日（金）13時30分～16時30分
2.開催場所 ウィンクあいち（名古屋市中村区名駅4-4-38）
3.定　　員 80名
4.受 講 料 2,000円（消費税込）
5.主　　催 全国協会、愛知協会
6.後　　援 中部電力（株）、名古屋商工会議所、
 （一社）日本ビルヂング協会、
 （一社）名古屋ビルヂング協会、　他
7.講演内容
①「国のエネルギー政策動向」　中部経済産業局
②「愛知県におけるエネルギー政策状況」　愛知県
③「今夏の電力需給状況」　中部電力（株）
④「平成25年度節電・CO2削減実践促進モデル事業の成果報
告」　全国協会 建築物保全管理委員会
⑤「ビルの節電・省エネ・省コスト技術の徹底解説」　日本ファシリ
ティマネジメント協会
8.申込方法 別途全国協会から送付した案内書裏面の
 参加申込書（払込金受領書・明細書等添付）に
 より全国協会へFAXで申し込んで下さい。
9.払 込 先 三井住友銀行 日暮里支店 （普）3522764
 公益社団法人 全国ビルメンテナンス協会
10.申込締切 平成26年6月6日（金）
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れからの防災・危機管理～個人の備えと組織の対応～」をテー
マにご講演いただきました。先生は、50年の長きにわたり（丁度、
協会の歩みと重なります）200カ所を超える国内外の災害現場に
足を運び継続的にリサーチを続けられる傍ら、その経験から得ら
れた教訓をもとに全国で講演活動を実践されておられます。既に
その数も1800回を超えたとのことでした。
講演は、災害列島に住む我々には覚悟と作法が必要であると

いうことから始まり、東日本大震災から得た教訓等様々な角度か
ら災害にどう対応していくべきかお話がありましたが、「まずは生き
延びよ。」「取り返しのつかない事を最優先しろ。」「将来から現
在を見通せ。」など示唆に富む内容で、防災・危機管理はとどの
つまり、人の生き方、経営の本質そのものだということを、強く印象
付けるものでした。
貴重なお話の連続で、睡魔に襲われることもなく、むしろ講義

に集中し時間の過ぎるのを忘れるほどでした。もっと多くの皆様に
お聞かせしたいと思う稀有な講演会でありました。（参加者60名）

開催期間
平成26年11月21日（金）～11月23日（日）
参加資格
満15歳以上の障害をお持ちの方
参加者数（想定）
選手・大会役員・競技関連団体関係者　約1,500人
来場者数（目標）
180,000人以上（※技能五輪の来場者含む）
開催会場
名古屋市国際展示場【ポートメッセなごや】
競技種目；22種目
ビルクリーニング　洋裁、家具、DTP,機械CAD,建築CAD,
電子機器組立、電子回路接続、義肢、歯科技工、ワープロ、
データベース、ホームページ、パソコン組立、フラワーアレンジメント、
木工、コンピュータープログラミング、製品パッキング、

パソコン操作、縫製、パソコンデータ入力、喫茶サービス

なお、愛知県代表を選出する予選会が、
平成26年7月19日（土）愛知県障害者職業能力開発校（豊川市
一宮町上新切33-14）で開催されます。

※第52回技能五輪全国大会
平成26年11月28日（金）～12月1日（月）
会場；吹上ホール（名古屋市千種区）始め8市13会場
40種目　満23歳以下の青年技能者

平成26年4月4日（金）午後3時30分から、名古屋市栄の「オア
シス21銀河の広場」において、愛知県安全なまちづくり推進協議
会（当協会も構成員）主催による「春の安全なまちづくり県民運
動推進キャンペーン」が開催されました。
愛知県の刑法犯認知件数は、ピーク時に比し半減しています

が、住宅侵入盗は7年連続全国ワースト1位で、泥棒にとって愛知
県は最も素敵（？）な場所になっています。
こうしたことから、新年度の始まりのこの時期に、防犯意識を高
めてもらう県民運動を展開しますが、この運動を一層盛り上げる
ためにキャンペーンが開催されるものです。
今年のキャンペーンは、ラジオのDJとして活躍中のオーストラリ

ア出身 クリス・グレンさんの司会により例年どおり知事と県警本部
長の挨拶のあと矢野きよ実さんのメッセージやキッズのヒップホッ
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には、警備の業務は人々
の安心安全を守る大き
な役割があることを常に
意識し、気持ち新たに誇
りを持って業務に取り組
んでいただきたいと思い
ました。

現任警備員法定教育

東日本大震災以後、日本の社会・経済・産業にとって、エネルギー
需給が最重要テーマとして掲げられ、産業用建築物において
も省エネルギーを推進する様々な施策が打ち出されています。
一方で貿易収支の大幅赤字や、電気料金の値上げ等、経済
を取り巻く状況はまだまだ厳しい状況にある中で、全国協会は
2012年より「節電対策」を切口としビル設備における適切な
運転手法や改善事例について情報を共有することを目的に
各地区においてセミナーを開催してきました。このたび、その一
環として2014年の夏に向けて、下記によりセミナーを開催しま
すので、是非ご参加ください。

記
1.開催日時 平成26年6月20日（金）13時30分～16時30分
2.開催場所 ウィンクあいち（名古屋市中村区名駅4-4-38）
3.定　　員 80名
4.受 講 料 2,000円（消費税込）
5.主　　催 全国協会、愛知協会
6.後　　援 中部電力（株）、名古屋商工会議所、
 （一社）日本ビルヂング協会、
 （一社）名古屋ビルヂング協会、　他
7.講演内容
①「国のエネルギー政策動向」　中部経済産業局
②「愛知県におけるエネルギー政策状況」　愛知県
③「今夏の電力需給状況」　中部電力（株）
④「平成25年度節電・CO2削減実践促進モデル事業の成果報
告」　全国協会 建築物保全管理委員会
⑤「ビルの節電・省エネ・省コスト技術の徹底解説」　日本ファシリ
ティマネジメント協会
8.申込方法 別途全国協会から送付した案内書裏面の
 参加申込書（払込金受領書・明細書等添付）に
 より全国協会へFAXで申し込んで下さい。
9.払 込 先 三井住友銀行 日暮里支店 （普）3522764
 公益社団法人 全国ビルメンテナンス協会
10.申込締切 平成26年6月6日（金）

全国協会からのお知らせ
～2014夏「ビルの節電・省エネ・
省コスト」セミナー開催について～

会員の動き 5月1日現在会員数
普通会員　120社　賛助会員　22社

年月 会員名 異動（変更）事項 異動内容
普通会員

26.4（株）アサヒファシリテイズ
名古屋支店

(株）ダイケングループ
名古屋支店

（株）シー・ビー・シー

（株）サカイ

代表者・登録者

代表者・登録者

登録者

登録者

新 執行役員名古屋支店長
  新谷裕二
旧 執行役員名古屋支店長
  大橋正泰
新 名古屋支店長 橋山泰弘
旧 取締役名古屋支店長
  飯田英貴
新 本部長 小泉仁人
旧 中日本統括部長 井口剛秀
新 取締役社長 石田周三
旧 専務取締役 石田周三



事務局だより事務局だより
ゴールデンウィークも過ぎ、事務局では6

月4日（水）の50周年記念式典に向けて、

最後の準備に追われています。

作業を進めていく中で足らなかったこと、

やり忘れていることが次々に出てきて、毎

日が慌ただしく過ぎていき、時間不足を痛

感していますが、式典・祝賀会が会員の

皆様にとって華やかで楽しく有意義なも

のになるよう事務局一同精一杯頑張って

式典当日を迎えたいと思っております。

閑話、先月15日に防災講演会が開催

されましたが、講師の山村先生は、なんと

この道50年とのこと。協会の歴史に重な

ることを思い凄いなと感嘆したところです。

賛助会コーナー賛助会コーナー

日

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

行  　 事 　  等 行  　 事 　  等日

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

平成26年6月の予定 水無月

ビルクリ通信訓練（実技）（鳴海トレーニングセンター）

・50周年記念式典・祝賀会　・中部北陸地区本部会議

記念ゴルフコンペ

ビルクリ通信訓練（実技）（鳴海トレーニングセンター）

貯水槽清掃作業監督者（再）講習会（名古屋港湾会館）

労災保険収支改善対策会議（協会事務局会議室）

貯水槽清掃作業監督者（再）講習会（名古屋港湾会館）

2014夏「ビルの節電・省エネ・省コスト」セミナー（ウィンクあいち）

貯水槽清掃作業監督者（再）講習会（名古屋港湾会館）

曜

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

曜

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

開催日時
開催場所

平成26年4月16日（水）10時～
協会事務局会議室
ビルメンニュース5月号の構成及び会員の現況調
査について協議した。

◆第9回広報委員会

開催日時
開催場所

平成26年4月2日（水）13時30分～
協会事務局会議室
50周年記念式典・祝賀会について案内状、特別
表彰等について協議した。

◆第6回50周年特別委員会

開催日時
開催場所

平成26年4月18日（金）15時～
協会事務局会議室
平成26年度事業計画について協議した。

◆第3回総務厚生委員会

理事会・各種委員会等

開催日時
開催場所
出 席 者

平成26年4月21日（月）15時00分～
協会事務局会議室
加藤会長始め15名の出席を得て、加藤会長が議
長となり審議を行った。
主な審議事項
・50周年記念式典について
・平成26年度事業計画・予算（案）について
・役員（補充）候補について
・当面の諸問題
・委員会報告 ／ 全協報告 ／ 事務局報告

◆第9回理事会

メンテナンス
N E W S


